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後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

第
４
次

総
合
計
画

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

基本構想［７年間］

後期基本計画［３年間］前期基本計画［４年間］

実施計画［３年間］

総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

最
も
基
本
と
な
る
最
上
位
の
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
計

画
で
は
、
町
が
目
指
す
７
年
後
の

将
来
像
を
掲
げ
、
長
期
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
、
本
計
画
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

で
は
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る
際

に
は
多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
総
合
計
画
は
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
町

民
み
ん
な
で
作
る
計
画
で
す
。

　

町
で
は
、令
和
元
年
度
を
初
年
度
と
し
た「
西
会
津
町
総
合
計
画（
第

４
次
）」
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
の
前

期
基
本
計
画
が
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
町
民

の
皆
さ
ん
25
人
に
よ
る
「
総
合
計
画
検
討
会
議
」
を
昨
年
６
月
に
設

置
し
、
後
期
基
本
計
画
の
検
討
・
策
定
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定

ま
で
の
経
過
や
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
計
画
の
構
成
と
期
間

　

本
計
画
は
「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」
の
３
段

階
で
構
成
し
て
い
ま
す
（
期
間
は

下
図
参
照
）。

【
基
本
構
想
】

　

町
の
将
来
像
と
そ
の
実
現
の
た

め
の
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
が
目
指
す
も
の
を
示
し

た
も
の

【
基
本
計
画
】

　

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
町
の
将

来
像
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
各

分
野
で
実
施
し
て
い
く
取
り
組
み

を
よ
り
具
体
的
に
定
め
た
計
画
。

数
字
に
よ
る
目
標
を
設
定
し
、
前

期
計
画
と
後
期
計
画
で
構
成

【
実
施
計
画
】

　

基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
個
々
の
事
業
を

具
体
化
す
る
た
め
の
計
画
。
実
施

年
度
や
事
業
内
容
、
事
業
費
な
ど

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
毎
年

度
見
直
し
を
実
施

「
笑
顔
つ
な
が
り　

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち　

〜
ず
ー
っ
と
、西
会
津
〜
」の
実
現
を
目
指
す

後
期
基
本
計
画
づ
く
り
と
策
定
の
経
過

策
定
の
経
過

令
和
４
年
５
月

◎
25
人
の
町
職
員
で
組
織
す
る

「
総
合
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
を
設
置

６
月

◎
25
人
の
町
民
で
組
織
す
る
「
総

合
計
画
検
討
会
議
」
を
設
置
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
作
業
を
開
始

◎
第
１
回
検
討
会
議

７
月

◎
第
２
回
検
討
会
議

８
月

◎
第
３
回
検
討
会
議

９
月

◎
第
４
回
検
討
会
議

10
月

◎
意
見
公
募
の
開
始
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
デ
シ
デ
ィ
ム
※
な
ど

で
意
見
を
募
集
）

◎
町
民
懇
談
会
﹇
奥
川
み
ら
い
交

流
館
﹈

◎
町
民
懇
談
会
﹇
新
郷
連
絡
所
﹈

11
月

◎
町
民
懇
談
会﹇
保
健
セ
ン
タ
ー
﹈

◎
町
民
懇
談
会
﹇
町
役
場
﹈

◎
第
５
回
検
討
会
議
（
後
期
基
本

計
画
素
案
の
見
直
し
）

◎
町
総
合
政
策
審
議
会
で
原
案
を

審
議
・
答
申

12
月

◎
町
議
会
定
例
会
で
議
決

町民懇談会（奥川みらい交流館）

※
デ
シ
デ
ィ
ム

　

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
、
町
の

施
策
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
意
見
を
募
集
し
、
そ
れ
に

対
す
る
書
き
込
み
や
議
論
な

ど
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
ま

た
、
投
稿
者
同
士
が
意
見
を

交
わ
す
こ
と
も
で
き
る
。

前期基本計画の評価・検証
後期基本計画の検討・策定

第４次総合計画の期間

計
画
づ
く
り
の
概
要

　

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
第
４
次
総
合
計
画
に

掲
げ
る
町
の
将
来
像
「
笑
顔
つ
な

が
り　

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち　

〜

ず
ー
っ
と
、
西
会
津
〜
」
と
４
つ

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
基
づ

い
て
策
定
を
進
め
た
ほ
か
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
考
え
方
も
新
た
に
取

り
入
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
民
参
加
に
よ
る
検

討
組
織
で
あ
る
「
総
合
計
画
検
討

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
町
職
員
で

構
成
す
る
「
総
合
計
画
策
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
連
携
し
な

が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
り
計
画
素
案
の
作
成
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
11
月
ま
で
全
５
回
に

わ
た
る
会
議
で
は
、
前
期
基
本
計

画
と
そ
の
取
り
組
み
の
評
価
・
検

証
と
後
期
基
本
計
画
の
検
討
・
策

定
作
業
の
ほ
か
、「
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ボ
ウ
ル
」
形
式
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な

意
見
交
換
会
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ん

は
、
町
に
対
す
る
お
互
い
の
意
見

を
共
有
し
な
が
ら
町
へ
の
理
解
を

深
め
、
計
画
素
案
の
作
成
に
反
映

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
素
案
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
考
え
方

に
基
づ
き
「
町
民
懇
談
会
」
の
開

催
や
、「
意
見
公
募
」
の
実
施
に

よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く

意
見
を
募
っ
て
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
総
合
政
策
審

議
会
と
町
議
会
に
お
い
て
審
議
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

計画の検討体制

　　総合計画検討会議

　　  総合計画策定
　  プロジェクトチーム

町民

町職員

連携 ･協力連携 ･協力

『フィッシュボウル形式』

　二重で円陣を組み、内側の人は対

話、外側の人はその様子を観察す

る。発言者に応じて席を移動した

り、内と外を入れ替えたりなどして

参加者同士の関係性を高めながら、

１つのテーマに対して参加者全員で

意見を共有する対話方法。
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ⅠⅡ

ⅢⅣ

ⅤⅤⅤⅤⅥ

ⅦⅧ

ⅨⅩ

　

保
小
中
連
携
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

　

保
小
中
連
携
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
・
実
践
し
、
子
ど
も
た

ム
を
作
成
・
実
践
し
、
子
ど
も
た

ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
の
幼
児

ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
の
幼
児

教
育
を
、
保
護
者
・
地
域
・
こ
ど

教
育
を
、
保
護
者
・
地
域
・
こ
ど

も
園
・
学
校
が
連
携
を
図
り
推
進

も
園
・
学
校
が
連
携
を
図
り
推
進

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　
「
産
業
（
企
業
）」「
官
公
庁
（
国
・

　
「
産
業
（
企
業
）」「
官
公
庁
（
国
・

地
方
公
共
団
体
）」「
学
校
（
大
学
・

地
方
公
共
団
体
）」「
学
校
（
大
学
・

研
究
機
構
）」「
民
間
（
地
域
住

研
究
機
構
）」「
民
間
（
地
域
住

民
）」
が
連
携
し
、
人
・
物
・
文
化
・

民
）」
が
連
携
し
、
人
・
物
・
文
化
・

自
然
な
ど
を
生
か
し
た
教
育
を
引

自
然
な
ど
を
生
か
し
た
教
育
を
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

き
続
き
進
め
ま
す
。

　

町
農
林
業
の
３
本
柱
で
あ
る

　

町
農
林
業
の
３
本
柱
で
あ
る

「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」「
米
」「
菌
床

「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」「
米
」「
菌
床

キ
ノ
コ
」
の
生
産
体
制
の
維
持
・

キ
ノ
コ
」
の
生
産
体
制
の
維
持
・

発
展
に
向
け
、
新
規
就
農
や
営
農

発
展
に
向
け
、
新
規
就
農
や
営
農

継
続
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援

継
続
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援

を
行
い
、
担
い
手
の
確
保
と
育
成

を
行
い
、
担
い
手
の
確
保
と
育
成

を
進
め
ま
す
。

を
進
め
ま
す
。

　
「
自
分
の
農
地
は
自
分
で
守

　
「
自
分
の
農
地
は
自
分
で
守

る
」
を
基
本
と
し
て
、
住
民
主
体

る
」
を
基
本
と
し
て
、
住
民
主
体

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
行
政
・
地
域
・
関
係
団
体
が

に
、
行
政
・
地
域
・
関
係
団
体
が

一
体
と
な
っ
た
、
複
合
的
な
有
害

一
体
と
な
っ
た
、
複
合
的
な
有
害

鳥
獣
対
策
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

鳥
獣
対
策
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

　
「
日
本
の
田
舎
、
西
会
津
町
。」

　
「
日
本
の
田
舎
、
西
会
津
町
。」

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
、
さ
ら

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
、
さ
ら

な
る
町
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む

な
る
町
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
町
の
認
知
度
ア
ッ

と
と
も
に
、
町
の
認
知
度
ア
ッ

プ
、
地
場
産
品
の
競
争
力
向
上
な

プ
、
地
場
産
品
の
競
争
力
向
上
な

ど
幅
広
い
分

ど
幅
広
い
分

野
へ
の
波
及

野
へ
の
波
及

効
果
を
目
指

効
果
を
目
指

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

移
住
定
住
の
基
盤
と
な
る
住
ま

　

移
住
定
住
の
基
盤
と
な
る
住
ま

い
の
確
保
の
ほ
か
、
リ
モ
ー
ト

い
の
確
保
の
ほ
か
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
複

ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
複

業
な
ど
新
た
な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ

業
な
ど
新
た
な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め

に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め

ま
す
。

ま
す
。

　

健
康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸
に

　

健
康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸
に

よ
り
、
町
民
一
人
一
人
の
幸
せ
な

よ
り
、
町
民
一
人
一
人
の
幸
せ
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
町
健

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
町
健

康
増
進
計
画
（
第
２
期
）
に
基
づ

康
増
進
計
画
（
第
２
期
）
に
基
づ

き
、「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」「
つ

き
、「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」「
つ

な
が
り
」
に
よ
る
「
さ
す
け
ね
ぇ

な
が
り
」
に
よ
る
「
さ
す
け
ね
ぇ

わ
（
輪
）」
の
健
康
づ
く
り
を
進

わ
（
輪
）」
の
健
康
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

め
ま
す
。

　

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
や
趣
味
活

　

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
や
趣
味
活

動
の
支
援
、
世
代
間
交
流
、
就
労

動
の
支
援
、
世
代
間
交
流
、
就
労

の
場
の
確
保
を
図
り
、
高
齢
者
が

の
場
の
確
保
を
図
り
、
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
持
っ
て
「
い
き
い
き

生
き
が
い
を
持
っ
て
「
い
き
い
き

暮
ら
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
関
係

暮
ら
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
関
係

機
関
と
連
携
し
進
め
ま
す
。

機
関
と
連
携
し
進
め
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
戦
略
的
に
活

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
戦
略
的
に
活

用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
行
政

用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
移
住
定
住
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
移
住
定
住
の

促
進
な
ど
を
図
る
た
め
、
産
業
、

促
進
な
ど
を
図
る
た
め
、
産
業
、

暮
ら
し
、
行
政
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

暮
ら
し
、
行
政
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
デ
ジ
タ
ル
変
革
（
デ
ジ
タ

野
で
デ
ジ
タ
ル
変
革
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
推
進
し
ま
す
。

ン
）
を
推
進
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
集
約
や
歩
い
て
暮

　

公
共
施
設
の
集
約
や
歩
い
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
商
店
街
の

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
商
店
街
の

活
性
化
、
観
光
誘
客
な
ど
総
合
的

活
性
化
、
観
光
誘
客
な
ど
総
合
的

な
視
点
か
ら
、
野
沢
ま
ち
な
か
の

な
視
点
か
ら
、
野
沢
ま
ち
な
か
の

将
来
像
の
検
討
を
行
い
、
特
に
旧

将
来
像
の
検
討
を
行
い
、
特
に
旧

町
役
場
庁
舎
跡
地
な
ど
区
域
内
の

町
役
場
庁
舎
跡
地
な
ど
区
域
内
の

資
産
の
再
生
・
利
活
用
の
検
討
と

資
産
の
再
生
・
利
活
用
の
検
討
と

官
民
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
運

官
民
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
運

営
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

営
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
で
重
点
的
に
取
り
組
む
10
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅹテ

ン

（10）

幼
児
教
育
の
推
進

産
官
学
民
連
携
教
育
の
推
進

担
い
手
の
確
保
と
育
成

有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進

「
日
本
の
田
舎
、西
会
津
町
。」

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

移
住
定
住
環
境
の
整
備

健
康
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
推
進

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策

デ
ジ
タ
ル
変
革
の
促
進

野
沢
ま
ち
な
か
の
再
生

後期基本計画で取り入れる新たな視点

S
エスディージーズ

DGsと施策の体系
　ＳＤＧｓとは、世界が抱える課題を解

決し、持続可能な社会をつくるため、平

成 27 年（2015）の国連サミットで定め

られた『誰一人取り残さない、多様性と
包摂性のある持続可能な社会の実現』を
目指す国際目標のことです。17 の目標

と 169 のターゲットで構成され、2030

年を達成年限としています。持続可能な

社会の実現を目指すＳＤＧｓの理念は、

将来にわたって持続可能なまちであり続

けることを目指し、多様な主体との連

携・協力により取り組みを進める本町に

当てはまるものです。

　今回の後期基本計画では、各分野の取

り組みが、どのＳＤＧｓに寄与するかを

明らかにして、持続可能なまちづくりを

進めていきます。

笑
顔
つ
な
が
り  
夢
ふ
く
ら
む
ま
ち  

〜
ず
ー
っ
と
、
西
会
津
〜

健やかな人をともに育む
まちづくり

温故創新 地産地笑の
まちづくり

いきいき健康 こころつながる
まちづくり

誰もがここちよく暮らせる
まちづくり

計画の推進に向けて

子育て支援、教育環境、
生涯学習、スポーツ、
歴史・文化・芸術

農林業、商工業、観光・
交流、移住・定住

健康づくり、医療、高
齢者福祉、社会福祉、
コミュニティ

雪対策、交通体系・道
路網、情報通信、消防
防災・安全対策、自然・
環境保全、上・水道

協働のまちづくり、行
財政運営、新たなまち
づくり

 将来像  まちづくりの方向性  まちづくりの分野  ＳＤＧｓ 

後期基本計画の施策の体系
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町の将来像に向けてみんなで取り組むこと

まちづくりの方向性と取り組み

健やかな人をともに育むまちづくり

温故創新 地産地笑のまちづくり

いきいき健康 こころつながるまちづくり

誰もがここちよく暮らせるまちづくり

計画の推進に向けて

・相互に声を掛け合える環境づくりに心掛けます
・「子どもの居場所」をつくり、子どもたちの成長を見守ります
・自ら進んで学習し、自分に合った運動などに無理せず取り組みます
・地域に伝わる伝統文化や民俗芸能の継承活動に協力します

・高品質で消費者が求める農林産物の生産に努めます
・地域産業の担い手となる若者を応援します
・自分の地域にある資源を知り、誇りを持ち、次世代につなげます
・移住者を地域全体で快く受け入れ、共に助け合いながら生活します

・防災マップを活用して危険箇所の把握や点検に努めます
・ＩＣＴを便利なツールとして活用します
・交通安全ルールを守り、家庭での防犯・安全教育を進めます
・電気や燃料などの節減に努め、限りある資源である水を大切に使用します

・ 自分に合った「からだ」「こころ」「つながり」による「さすけねぇわ（輪）」
の健康づくりを実践し、まわりに広めます

・町の介護予防教室に参加するなど、自らの介護予防に努めます
・男女問わず育児に参加します

・ 自分たちの地域のことを自分事として捉え、できるこ
とから積極的に行動します

・ 決められた税や各種使用料などは、納入期限を守り納
入します

・ 住みよく、豊かに暮らせるまちづくりに向けて、一人
一人ができる範囲でまちづくりに参加します

【まちづくりの分野】

健康づくり

医療

高齢者福祉

社会福祉

コミュニティ

【まちづくりの分野】

子育て支援

教育環境

生涯学習

スポーツ

歴史・文化・芸術

【まちづくりの分野】

農林業

商工業

観光・交流

移住・定住

【まちづくりの分野】

雪対策

交通体系・道路網

情報通信

消防防災・安全対策

自然・環境保全

上・下水道

【まちづくりの分野】

協働のまちづくり

行財政運営

新たなまちづくり

みんなで取り組むこと

みんなで取り組むこと

みんなで取り組むこと

みんなで取り組むこと

　第４次総合計画では、町の将来像の実現に向けたまちづくりの方向性を定めています。

それぞれの分野での具体的な取り組みごとに、数値目標や町民の皆さんにも取り組んでい

ただきたいことを設定しています。今回はその一部を紹介しますが、詳しくは３月末頃に

全戸配布される後期基本計画の冊子を確認ください。

◎幼児教育の推進◎幼児教育の推進

◎各種子育て支援◎各種子育て支援

◎学校教育の充実◎学校教育の充実

◎学校・家庭・地域の連携◎学校・家庭・地域の連携

◎各種講座・教室の開催◎各種講座・教室の開催

◎スポーツ環境の整備◎スポーツ環境の整備

◎民俗芸能等の保存・継承◎民俗芸能等の保存・継承

具体的な取り組み（抜粋）

◎農地・森林の有効活用◎農地・森林の有効活用

◎担い手の確保・育成◎担い手の確保・育成

◎町内産業の振興および企業誘致◎町内産業の振興および企業誘致

◎ 商店街等の活性化と事業継承・◎ 商店街等の活性化と事業継承・

創業支援創業支援

◎交流人口・関係人口の拡大◎交流人口・関係人口の拡大

◎住環境の整備◎住環境の整備

具体的な取り組み（抜粋）

◎ 「からだ」「こころ」「つながり」◎ 「からだ」「こころ」「つながり」

の健康の健康

◎診療所の充実◎診療所の充実

◎高齢者福祉・障がい者福祉の推進◎高齢者福祉・障がい者福祉の推進

◎地域の支援体制◎地域の支援体制

◎男女共同参画社会の推進◎男女共同参画社会の推進

◎集落対策、地域活動の支援◎集落対策、地域活動の支援

具体的な取り組み（抜粋）

◎道路除雪、住宅周りの除排雪◎道路除雪、住宅周りの除排雪

◎町公共交通の整備◎町公共交通の整備

◎デジタル変革の促進◎デジタル変革の促進

◎消防防災組織の強化◎消防防災組織の強化

◎ごみ減量と不法投棄防止の推進◎ごみ減量と不法投棄防止の推進

◎ 水道施設・下水道施設の適切な◎ 水道施設・下水道施設の適切な

維持管理維持管理

具体的な取り組み（抜粋）

みんなで取り組むこと
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今まで

に
な
い

今まで

に
な
い

第第
3333
回回 

西
会
津

西
会
津
雪
国
雪
国
ま
つ
り

ま
つ
り
　

第
33
回
西
会
津
雪
国
ま
つ

り
が
２
月
11
日
、
12
日
の
２

日
間
、
さ
ゆ
り
公
園
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
年

ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
来
場
者
が
あ
り
会
場
は
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

少
雪
の
影
響
に
よ
り
一
部

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
11
日
に
は

伝
統
行
事
「
歳
の
神
」
や
「
雪

上
花
火
」
が
西
会
津
の
冬
の

夜
を
彩
り
ま
し
た
。
ま
た
、

12
日
に
は
、
丞
神
デ
ナ
ー

シ
ョ
ー
や
よ
し
も
と
お
笑
い

ラ
イ
ブ
、
恒
例
の
桐
ゲ
タ
飛

ば
し
全
国
大
会
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
な
ど
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
味

噌
ラ
ー
メ
ン
な
ど
人
気
の
グ

ル
メ
も
軒
を
連
ね
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
西
会
津
町

の
冬
の
風
物
詩
で
も
あ
る
雪

国
ま
つ
り
の
模
様
を
お
届
け

し
ま
す
。

雪楽

交流

伝承

雪上花火雪上花火
色とりどりの打上花火が

真冬の夜空を彩りました

西会津雪国大抽選会西会津雪国大抽選会
西会津産米や馬刺しなど豪華景品

を狙って会場は大盛り上がり

Snow Sauna Fes.2023Snow Sauna Fes.2023
テント内で蒸気を発生させて発汗

を促す「テントサウナ」を体験

スノーアクティビティ＆スノーモービル体験スノーアクティビティ＆スノーモービル体験
西会津の冬を思いっきり楽しめる体験コーナー。雪で作

られたジャンボ滑り台や、普段はなかなか乗ることがで

きないスノーモービルは家族連れに大人気！

歳の神歳の神
寺前自然塾の皆さんの協

力により歳の神を開催。

空高く燃え上がる炎に、

今年１年の無病息災と五

穀豊穣を祈願しました

よしもとお笑いライブよしもとお笑いライブ
人気芸人を一目見ようと多

くの観客が駆けつけ、会場

が笑い声に包まれました。

グッズを賭けたじゃんけん

大会も大盛況でした

ｅスポーツコーナーｅスポーツコーナー
さまざまなｅスポーツをプロに

教わりながら実際にプレイ

第28回桐ゲタ飛ばし全国大会第28回桐ゲタ飛ばし全国大会
恒例の桐ゲタ飛ばし全国大会には、４部門に 111 人

が出場。雪のステージに苦戦しながら、日本記録を

目指して桐ゲタを蹴り

上げました【各部門優

勝者】小学生男子の部

＝佐々木楽生（会津美

里町）、小学生女子の

部＝小林かの（喜多方

市）、一般女子の部＝

多賀涼子（10 町内）、

一般男子の部＝新田裕

紀（程窪） ※敬称略

広報にしあいづ　2023・３広報にしあいづ　2023・３　││　8899　││　広報にしあいづ　2023・３広報にしあいづ　2023・３



▲ 満 100 歳を迎えた西形千枝子さん

▲ 満 100 歳を迎えた谷澤ヤチヨさん

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町の百歳以上高齢者は 18人に（２月 10日現在）

新たに百歳を迎えた２人へ長寿を祝い賀寿贈呈新たに百歳を迎えた２人へ長寿を祝い賀寿贈呈
　１月 13 日に西形千枝子さん（芝草）が満 100
歳の誕生日を迎え、翌 14 日に自宅で賀寿贈呈式を
行いました。式では、薄町長や荒海清隆町老人クラ
ブ連合会長が賀寿や記念品などを贈り百寿を祝いま
した。西形さんは賀寿などを受け取るたびに、「家
族や皆さんの協力のおかげで 100 歳になれました」
と感謝の言葉を述べていました。
　西形さんの長生きの秘訣は「３食しっかり食べる
こと」だそうで、毎週のデイサービスで誰かと話す
ことがとても楽しみだと話していました。

地域の文化財を火災から守り、後世へ引き継ぐ

文化財防火デー合同消防訓練文化財防火デー合同消防訓練
　１月 29 日、下野尻・根

ね

拆
さく

神社で文化財防火デー
合同消防訓練が実施され、町消防団や西会津消防
署、地域住民など約 70 人が参加しました。この訓
練は、１月 26 日の「文化財防火デー」に合わせて、
先人が遺した貴重な財産を火災から守るとともに迅
速かつ的確な消防技術の習得を目的として、毎年実
施されています。
　新型コロナウイルス感染症の影響により３年ぶり
の開催となった今回は、同神社付近の建物から出火
したとの想定の下、住民による通報訓練や神社内の
文化財搬出訓練（上写真）、消防支援隊や消防団に
よる初期消火訓練と放水訓練（下写真）などが行わ
れ、火災時の連携について確認をしました。

『祝祭のハングマン』
[ 中山 七里  著 ]
 文藝春秋

『リュウジ式至高のレシピ』
[ リュウジ  著 ]
 ライツ社

『十三夜の焔』
[ 月村 了衛  著 ]
 集英社

『光のとこにいてね』
[ 一穂 ミチ  著 ]

文藝春秋

『集中できないのは、
部屋のせい。』
[ 米田 まりな  著 ]

PHP 研究所

西中町民図書館  新刊オススメ本西中町民図書館  新刊オススメ本

　警視庁捜査一課の瑠衣は、

父子ふたりで慎ましく暮らし

ていた。しかし、父の同僚２

人と父親が事故を装った不審

な死を遂げる。追い打ちをかけるように、亡くなった父

親たちへ汚職の嫌疑がかけられていることを知り、父は

会社から利用された挙句、殺されたのではないか？との

疑惑を持つ。証拠がない中、不信感を募らせていると、

ある男が瑠衣の前に現れて…。

　巧みなストーリー展開と登場人物の心情描写に定評の

ある作者のダークヒーローミステリーです。

　また、２月９日には、谷澤ヤチヨさん（９町内１）
が満 100 歳となり、同日にロータスインで賀寿贈
呈式を開催しました。式では、薄町長や町老人クラ
ブ連合会の二瓶穣副会長から賀寿や記念品、親族の
皆さんから花束を贈呈して祝福しました。
　谷澤さんの長寿の秘訣は「食事をよく噛んでしっ
かり食べること」。長男の谷澤文夫さんによると、
普段から孫たちとテレビ電話で話したり、ニュース
番組の字幕を読み上げたりと百歳とは思えないしっ
かりした生活を送っているそうです。

チーム一丸となって熱戦を繰り広げる

第第1313回町民回町民カローリングカローリング大会大会
　２月４日、さゆり公園体育館で第 13 回町民カロー

リング大会を開催しました。３年ぶりとなる今大会は

３人１組でチームを構成し、一般の部に 14 チーム、

小学生の部に３チームの合計 17 チームによる熱戦が

繰り広げられました。

　初めのうちは、ジェットローラーの勢いが足りずポ

イントゾーン手前で止まったり、的外れの方向に行っ

てしまったりと思うようにいかず、選手の皆さんの投

球にも力が入っていた様子でした。しかし、徐々にコ

ツをつかんでくると、仲間同士でアドバイスや声援を

送るなどチーム一丸となってプレーを楽しみました。

なお、優勝チームは下記のとおりです。（敬称略）

【一般の部】 森うさぎチーム（荒明秀子、渡部朋子、

大沼希光）

【小学生の部】 スターリバーチーム（佐藤快星、江川

空良、水野春輝）
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 町公民館で開催された第１回セミナーの様子▲ 町公民館で開催された第１回セミナーの様子

▲  写真左から長谷川孝先生、小柴さん、薄町長、古川▲  写真左から長谷川孝先生、小柴さん、薄町長、古川
さん、栗城さん、渡邉雅彦校長さん、栗城さん、渡邉雅彦校長

アントレプレナーシップ教育の発展に向けて連携

武蔵野大学と包括連携協力に関する協定を締結武蔵野大学と包括連携協力に関する協定を締結
　町では、武蔵野大学アントレプレナーシップ研究

所（東京都）と包括連携協力に関する協定を締結し

ました。同研究所では初の協定締結であり、２月７

日に町役場において締結式が行れ、薄町長と伊藤羊

一所長が協定書に署名しました。

　武蔵野大学では、令和２年７月に本研究所を開設

し、アントレプレナーシップ（事業を創造する姿勢

や精神）を発揮していく人材の輩出やそれに関する

教育などの研究を推進しています。また、令和３年

春には学内にアントレプレナーシップ学部も開設さ

れ、昨年４月からは西会津中学校でのアントレプレ

３人を再任 経験を生かした適正な業務に取り組む

町固定資産評価審査委員会委員に辞令町固定資産評価審査委員会委員に辞令
　固定資産の評価に関する不服の審査決定を行う固定資産評

価審査委員会委員の辞令交付式が１月19日に行われました。

式は町役場で行われ、伊藤重人さん（塩・写真中央）、齋藤

和則さん（上野尻）、高濱悦子さん（８町内）の３人を再任し、

薄町長が一人一人に辞令書を手渡しました。なお、委員の任

期は、本年１月１日から令和７年 12 月 31 日までです。

健康づくりの習慣化を目指す

さすけねぇわ健康セミナーを開講さすけねぇわ健康セミナーを開講
　町では、「からだ」「こころ」「つながり」の健康を

目指して、よりよい健康づくりの習慣を身に付け実践

できるようになることを目的とした「さすけねぇわ健

康セミナー」を１月 17 日に開講しました。

　同日の開講式後には、第１回目のセミナーが開催さ

れ、11人が参加しました。この日はまず参加者の体重・

体脂肪率・血圧を計測し、自分の健康状態について確

認したほか、町役場健康増進課の物永葉子主任専門管

理栄養士より、町健康増進計画について講話がありま

した。その中で「寿命を延ばすだけが目的ではなく充

実したその人らしい人生が送れるよう、からだ・ここ

ろ・つながりの３つの健康の輪で “ さすけねぇわ ” を

目標にしています。これを大きくしていきましょう」と話がありました。

　そのほかにも、ラジオ体操の解説動画で正しい動きの実践や、鎌田實医師の健脳ドリルを利用した実習

を行い、参加した皆さんは楽しみながら体も頭も使って、それぞれの目指す健康づくりをスタートさせま

した。本セミナーは、３月６日まで７回の日程で行われます。

ナーシップ教育において、同学部の学生による授業連携を試験的に実施してきました。

　本協定では、西会津中におけるアントレプレナーシップ教育に係る事業の実施に加え、教職員と研究者

による相互の学びの実現や児童生徒と大学生の交流によるキャリア教育の推進などを目的としています。

町民と行政による協働のまちづくりに向けて

２つのまちづくり委員会が合同活動発表会を開催２つのまちづくり委員会が合同活動発表会を開催
　２月９日、「協働のまちづくり推進委員会」と「ま

ちづくりデザイン会議」による合同活動発表会が野

沢体育館で開催され、これまでの活動や成果につい

てグループごとに発表を行いました。

　協働のまちづくり推進委員会は、第４次西会津町

総合計画の推進にあたり、町民の皆さんの自発的な

参画により、町民主体の協働のまちづくりを一層推

進するため設置し活動しています。また、まちづく

りデザイン会議については、町中心部の野沢・尾野

本地区を区域とした「中心エリア整備構想」の策定

と、まちなかに不足している機能の発掘・機能強化

等に対する町民主体の協働によるまちづくりを一層

推進するため活動しています。

　発表会では、各委員会が４つずつのグループに分

かれて発表を行いました。ＪＲ野沢駅やにぎわい番

所ぷらっとなどの施設の活用、農業施策に関する提

言、空き家や遊休施設を使ったにぎわいの創出など

具体的な内容もあり、協働のまちづくりの機運をさ

らに高める貴重な機会になりました。

自己ベストを目指し、次の大会での飛躍を誓う

西高ボート部が大会結果と全国大会出場を報告西高ボート部が大会結果と全国大会出場を報告
　２月 13 日、西会津高校ボート部の皆さんが町役

場を訪れ、薄町長にこれまでの大会結果と併せて全

国大会への出場を報告しました。

　西高ボート部では、本年度の国民体育大会で福島

選抜として出場した女子ダブルスカルの栗城愛里さ

ん（３年）と古川萌さん（２年・橋屋）が７位入賞

を果たしました。このほかにも、男子シングルスカ

ルの小柴健太朗さん（２年）が先日の東北高等学校

選抜大会で準優勝し、３月に静岡県で開催される全

国大会への出場が決まっています。
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以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

町長コラム その 31
　

田
舎
暮
ら
し
に
関
す
る
月
刊
誌
が
あ
る
。
本
年
２
月
号
の

中
で
２
０
２
３
年
版
第
11
回
「
住
み
た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
た
。
全
国
１
７
１
８
市
町
村
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
、
回
答
の
あ
っ
た
６
７
１
市
町

村
（
県
内
22
市
町
村
）
に
つ
い
て
、
人
口
別
に
４
部
門
で
の

ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。
西
会
津
町
は
、
人
口
１
万
人
未
満
の

町
１
５
０
自
治
体
の
中
で
、「
シ
ニ
ア
世
代
部
門
」
で
12
位
、

「
子
育
て
世
代
部
門
」
で
17
位
、「
若
者
世
代
部
門
」
で
10
位
、

総
合
部
門
で
は
23
位
と
い
う
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
町
が
取
り
組
ん
で
き
た
各
種
施

策
が
他
市
町
村
と
比
較
し
充
実
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の

か
ど
う
か
、
詳
細
に
分
析
し
な
い
と
判
断
で
き
な
い
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
専
門
誌
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
町
に
と
っ
て

大
き
な
Ｐ
Ｒ
に
な
り
そ
う
だ
。

　

先
日
、
町
の
お
試
し
住
宅
「
Ｏオ

タ

メ

ｔ
ａ
ｍ
ｅ
」
を
利
用
さ
れ

て
い
る
夫
婦
か
ら
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
普
段
は
東
京

在
住
で
、
今
回
が
２
度
目
の
利
用
と
の
こ
と
で
、
子
ど
も
は

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
「
一
時
預
か
り
保
育
」
を
活
用
し
、
日

中
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
。
夫
婦
は
、
西
会
津
町
の
子

育
て
支
援
は
素
晴
ら
し
く
東
京
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
優
し
く
親
切
に
接
し
て
く
れ
る
と

話
し
、
町
に
住
ん
で
み
た
い
と
高
い
評
価
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
も
、
町
で
は
子
育
て
支
援
や
学
校
教
育
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増
や
し
、
移
住
・
定

住
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

西
会
津
町
長

　昨年 12 月 13 日に東京都で開催された「全国社会福祉

大会」において、伊藤哲雄さん（向原）が社会福祉功労者

に対する厚生労働大臣表彰を受賞しました。伊藤さんは平

成７年 12 月から現在まで民生児童委員として活動してお

り（10 期目）、平成 22 年 12 月からは西会津町民生児童

委員協議会の会長を務めています。

　伝達式は１月 19 日に町役場で行われ、薄町長が表彰状

などを伝達したほか、「多様なニーズがあふれる現代社会

の中で、地域福祉のために引き続きがんばっていただきた

い」とあいさつしました。

民生児童委員として現在 10期目、長年の活動が高い評価民生児童委員として現在 10期目、長年の活動が高い評価

伊藤哲雄さん 厚生労働大臣表彰を受賞伊藤哲雄さん 厚生労働大臣表彰を受賞
◆
町
議
会
定
例
会

　

生
放
送　

午
前
10
時
〜

　

再
放
送　

午
後
６
時
〜

※
放
送
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校  

卒
業
式
生
放
送

◆
貯
筋
運
動
で
さ
す
け
ね
ぇ
わ
！

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
・
午
後
３
時
の
２
回

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

３
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

冬
眠
明
け
の

ク
マ
に
注
意
！

　

冬
眠
明
け
の
ク
マ
は
、
エ
サ
を

求
め
て
活
発
に
活
動
し
ま
す
。

　

早
朝
・
夕
方
の
農
作
業
や
散

歩
、
山
菜
採
り
な
ど
で
野
山
に
入

る
と
き
は
、
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な

ど
音
の
出
る
も
の
を
身
に
着
け
、

ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
よ
う
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

山
菜
類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
の
お
知
ら
せ

　

県
内
で
生
産
ま
た
は
採
取
・
出

荷
さ
れ
る
野
生
山
菜
、
栽
培
キ
ノ

コ
な
ど
は
、
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

出
荷
を
考
え
て
い
る
場
合
は
、

採
取
が
本
格
化
す
る
前
の
早
い
時

期
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
検
査
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課

　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

消
費
支
援
商
品
券
は

早
め
に
利
用
を
！

　

町
で
は
、
商
品
券
の
第
５
弾
と

し
て
、
１
月
中
旬
よ
り
町
民
一
人

当
た
り
５
０
０
０
円
の
商
品
券
を

配
付
し
ま
し
た
。
使
用
期
限
が
３

月
19
日
（
日
）
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
利
用
し
て
い
な

い
場
合
は
早
め
に
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
配
付
対
象
者

　

令
和
４
年
12
月
１
日
時
点
で
町

に
住
民
票
が
あ
る
人

◆
注
意
事
項

　

使
用
期
限
を
過
ぎ
る
と
商
品
券

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
商
工
会

　

☎
45
―
３
２
３
５

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

　私たちの町の防災に自分の力を役立ててみませんか？

町消防団では、「自分たちの地域は自分たちで守る」と

いう精神の下、消火活動や火災予防啓発などを行う消防

団員を募集します。町民の生命や財産を守り、安心・安

全な町づくりを一緒に目指してみませんか？

　消防団の活動に興味のある人は、近くの消防団員か町

役場町民税務課まで気軽に問い合わせください。

◆消防団員になると…
○町消防団の各分団に所属します

○報酬や退職金などを支給します

○法
はっ ぴ

被などの被服を町から貸与します

○ 消防団応援事業登録事業所でさまざまなサービスが受

けられます

西会津町消防団員を募集しています！西会津町消防団員を募集しています！

〈申込・問い合わせ先〉
　町民税務課　町民生活係　☎ 45-2215

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳

ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス

抽
選
会
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽

し
く
健
康
づ
く
り
を
継
続
し
て
も

ら
う
た
め
、「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
令
和
４
年
３
月
分
か

ら
令
和
５
年
２
月
分
の
記
録
済

み
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
」
を
健

康
増
進
課
に
提
出
し
た
人
の
中
か

ら
、
抽
選
で
お
得
な
賞
品
が
当
た

る
「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
抽
選
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
応
募
く
だ

さ
い
。

◆
応
募
方
法

　

令
和
４
年
３
月
〜
令
和
５
年
２

月
の
こ
れ
ま
で
未
提
出
に
な
っ
て

い
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
健
康

増
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
郷
連
絡
所
や
奥
川
支
所
経

由
、
家
族
に
よ
る
代
理
提
出
も

可
能
で
す
。

※
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
抽
選
会
同
意

欄
に
記
載
の
な
い
場
合
は
無
効

と
な
り
ま
す
。

◆
応
募
期
限

　

３
月
17
日
（
金
）
必
着

◆
抽
選
日

　

３
月
23
日
（
木
）

◆
当
選
発
表

　

当
選
者
に
個
別
に
お
知
ら
せ

し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
当
選
者

氏
名
を
公
表
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

　町学校給食センターでは、西会
津小学校と西会津中学校の給食
（340 人分）を、調理員８人・栄
養士１人で心を込めて作っていま
す。今回は、子どもたちに人気の
魚料理「サバの味噌煮」の調理動
画を作成しました。下記ＱＲコー
ドから視聴できます。

西会津町給食センター
デジタル見学ツアー⑥

 西小わくわくクラブで 
 子どもたちと一緒に遊びませんか？

　西小わくわくクラブは、西会津小の１年生を対象対象とし
て週１回放課後に、読み聞かせや工作、運動など子ども
たちが安心して遊べる場を提供しています。年に数回、
休日活動も実施しています（田んぼの生き物調査、相馬
交流、親子の食育教室など）。
　町教育委員会では、子どもたちと一緒に遊びながら安
全を見守る地域の人を募集しています。専門的な知識や
資格は必要ありません。見学も大歓迎です。
◆活動日時　毎週水曜日　午後２時～４時頃
　　　　　　（月１、２回程度の参加をお願いします）

◆謝礼など　１時間あたり 700 円
〈申込・問い合わせ先〉
　学校教育課　学校支援係　☎４５―２２１６

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

喜
多
方
税
務
署
か
ら

確
定
申
告
に

関
す
る
お
知
ら
せ

◆
令
和
４
年
分
所
得
税
な
ど
の
申

告
・
納
付
期
限
に
つ
い
て

○
申
告
所
得
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
・
贈
与
税

　

３
月
15
日
（
水
）
ま
で

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税

　

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

◆
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
活
用
に
つ
い
て

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
か
ら
申
告
書
の
作
成
・
送

信
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
は
、
青
色

申
告
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
、
消

費
税
申
告
書
も
ス
マ
ホ
な
ど
で
作

成
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
自
動
計

算
・
自
動
入
力
で
、
自
宅
か
ら
申

告
で
き
る
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
ぜ
ひ
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

　

３
月
15
日（
水
）

ま
で
喜
多
方
税
務

署
で
開
設
し
て
い

る
「
申
告
書
作
成

会
場
」
で
は
、
自
宅
か
ら
の
申
告

（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
と
同
様
に
、
原

則
と
し
て
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
よ
り
申
告
書
を
作
成
し
て
も

ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
暗
証
番
号
を
含
む
）
を

持
っ
て
い
る
場
合
は
、
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
０

国
税
専
門
官
採
用

試
験
（
大
卒
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税

務
署
な
ど
に
お
い
て
、
調
査
・
徴

収
・
検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税

務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

◆
受
験
資
格

①
平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
令

和
６
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
人
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

　

３
月
１
日
（
水
）
〜
３
月
20
日

（
月
）
ま
で

◆
受
験
申
込
方
法

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

▲  国家公務員
試験採用情
報NAVI

◆
第
１
次
試
験
日

　

６
月
４
日
（
日
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

仙
台
国
税
局　

人
事
第
二
課

　

試
験
研
修
係

☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

　

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

令
和
５
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

◆
期
間

　

３
月
１
日
（
水
）
〜
３
月
７
日

（
火
）
ま
で
の
７
日
間

◆
統
一
標
語

　

お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り

火
の
用
心

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り
付

け
ま
し
ょ
う

　

令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
喜
多
方
消
防
本
部
管
内
で
20
件

（
う
ち
西
会
津
町
３
件
）
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

就
寝
中
の
火
災
や
高
齢
者
世
帯

で
の
火
災
で
は
、
逃
げ
遅
れ
て
し

ま
う
危
険
性
が
非
常
に
高
く
な
り

ま
す
。
例
年
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
で
、
火

災
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
奏
功
事
例
の
報
告
も
あ
り
ま

す
の
で
、
火

災
の
犠
牲
者

に
な
ら
な
い

よ
う
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な

ど
で
住
宅
用

喜
多
方
消
防
本
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

火
災
警
報
器
を
購
入
し
、
取
り
付

け
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４
１
―
22
―
６
２
１
３

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

で
高
齢
者
の
生
活

を
見
守
り
ま
す

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
急
に

体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
や

火
事
な
ど
日
常
生
活
で
困
っ
た
時

に
緊
急
通
報
装
置
の
非
常
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
、
24
時
間
３
６
５

日
、
ア
イ
ネ
ッ
ト
緊
急
通
報
セ
ン

タ
ー
（
会
津
若
松
市
）
に
連
絡
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ア
イ
ネ
ッ
ト
で
は
、
通
報
内
容

に
応
じ
て
、
見
守
り
協
力
員
や
緊

急
連
絡
先
の
家
族
へ
の
連
絡
、
救

急
車
の
手
配
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
イ
ネ
ッ
ト
が
依
頼
し
て
い

る
地
域
の
警
備
員
が
確
認
に
駆
け

つ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
で

見
守
り
が
必
要
な
人
。
た
だ
し
、

利
用
の
決
定
は
次
の
条
件
を
加
味

し
て
町
が
決
定
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
支
援

以
上
の
高
齢
者

②
重
度
心
身
障
が
い
の
あ
る
高
齢

者
③
現
在
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者

※
上
記
①
〜
③
の
利
用
要
件
に
該

当
し
な
い
人
か
ら
利
用
希
望
が

あ
っ
た
場
合
は
、
ケ
ア
会
議
な

ど
を
活
用
し
て
判
断
し
ま
す
。

◆
利
用
料

　

月
額
４
６
２
０
円
（
税
込
）

※
所
得
に
応
じ
て
費
用
負
担
が
発

生
す
る
た
め
、

　

前
年
所
得
税
非

　

課
税
世
帯
の
場

　

合
は
自
己
負
担

　

は
０
円
。

◆
そ
の
他
注
意
事
項

　

本
シ
ス
テ
ム
に
係
る
装
置
は
貸

与
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４
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今月の「集落支援だより」に関する問い合わせは、企画情報課・企画政策係まで（☎ 45-4536）「わたしの、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だよりわたしの、わたしの、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

雪灯籠づくりの様子

上谷サロンの皆さん

火が灯った雪灯籠

上
谷
サ
ロ
ン
に
参
加

　

先
日
、
上
谷
地
区
の
サ
ロ
ン
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
毎
月
１

回
、
旧
上
谷
分
校
で
行
わ
れ
て
お

り
、
今
年
初
め
て
の
サ
ロ
ン
に
は

程
窪
、
泥
浮
山
、
長
桜
の
３
集
落

か
ら
７
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

福
大
卒
業
生
に
よ
る
事
業

　

中
町
自
治
区
で
は
、
５
年
ほ
ど

前
か
ら
県
の
事
業
を
活
用
し
て
大

学
生
の
受
け
入
れ
を
活
発
に
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
学
卒
業

後
は
就
職
な
ど
の
理
由
で
集
落
に

足
を
運
ぶ
機
会
が
減
り
、
継
続
的

な
交
流
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
か
ら
県

の
事
業
で
新
た
に
大
学
卒
業
生
を

対
象
に
し
た
集
落
活
動
の
募
集
が

皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊の渡辺です。

今月の集落支援だよりでは、上谷サロン

の様子や福島大学の卒業生との交流事業

について紹介します。
地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

渡渡
わたわた

辺辺
なべなべ

    貴貴
たかたか

洋洋
ひろひろ

 隊員隊員

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
と
サ
ロ
ン
で

お
な
じ
み
の
棒
体
操
で
体
を
動
か

し
た
り
、
お
茶
飲
み
で
和
気
あ
い

あ
い
と
話
し
た
り
笑
顔
が
絶
え
な

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
寒
い
冬

の
間
で
も
、
こ
う
し
て
気
の
知
れ

た
人
と
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る

時
間
が
あ
る
と
気
持
ち
も
上
向
き

に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
集
ま
り
を
楽
し
み
に
し

こころの病になっても安心して暮らせる町を目指してこころの病になっても安心して暮らせる町を目指して

始
ま
り
、
福
島
大
学
岩
崎
ゼ
ミ
の

卒
業
生
と
現
役
生
が
中
町
自
治
区

を
訪
れ
、
集
落
の
皆
さ
ん
と
交
流

す
る
機
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

２
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
卒

業
生
と
現
役
生
合
わ
せ
て
５
人
が

参
加
し
、
集
落
を
歩
き
な
が
ら
家

の
玄
関
先
に
雪
灯
籠
を
作
っ
て
住

民
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

田崎  麗
れ

衣
い

ちゃん

（森野）
高濱  廉

れん

くん

（８町内）
長谷川  蒼

あお

人
と

くん

（松尾）

すごいな！むし歯のない子

佐藤  悠
ゆう

星
せい

くん

（芝草）

　

１
月
12
日
、
３
歳
児
６
人

を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

た
結
果
、
５
人
に
む
し
歯
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

田部  湊
みな

都
と

くん

（５町内）

て
い
る
人
も
多
く
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
こ
と
が
こ
の
サ
ロ
ン

が
10
年
以
上
も
続
い
て
い
る
秘
訣

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
サ
ロ
ン
や
人
足
を
は
じ

め
、
上
谷
地
区
で
は
３
集
落
が
お

互
い
に
協
力
し
合
っ
て
活
動
す
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
以
前

は
、
運
動
会
や
演
芸
会
な
ど
が
開

か
れ
、
集
落
の
住
民
同
士
で
協
力

し
な
が
ら
楽
し
く
参
加
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
今
で
は
人
が
少
な
く

な
り
、
そ
う
し
た
活
動
も
徐
々
に

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
お

互
い
助
け
合
う
気
持
ち
は
今
で
も

変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

集
落
の
人
か
ら
は
、「
冬
の
夜

は
冷
え
込
み
が
厳
し
い
た
め
外
に

出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
明
る

く
灯と
も

る
雪
灯
籠
や
火
の
揺
ら
ぎ
が

と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
中

に
は
２
年
続
け
て
参
加
し
た
人
も

お
り
、
集
落
と
の
関
係
が
再
度
築

か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
年
齢
も
職

業
も
住
ん
で
い
る
場
所
も
違
う
人

た
ち
が
、
以
前
関
わ
り
の
あ
っ
た

場
所
に
集
ま
り
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
や
、
卒
業
生
の
ア
イ

デ
ア
を
集
落
で
形
に
で
き
た
こ
と

が
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
こ
の
よ
う
な
集
落

の
人
と
集
落
外
の
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　旧群岡中学校の１階にある「にこにこ相談所」は、こころの病を抱

える人や家に閉じこもりがちな人が集える場所として平成 23 年に開設

され、相談員が町保健師と連携しながら運営しています。にこにこ相

談所を利用する皆さんの目的は、家族以外の人と交流して気分転換を

図ったり、悩みを聞いてもらい心の安定を保ったりなどさまざまです。

家族以外の人との接触がある人は、こころの健康だけでなく、からだ
の健康にもよい影響があると言われています。なお、開所時間は午前
９時から午後 3時で、開所中は誰でも自由に利用できます。

健康増進課 健康支援係

二
に

木
き

美
み

津
つ

子
こ

  保健師長
トライアングルの会

齋
さい

藤
とう

信
のぶ

子
こ

  会長 　どのような活動をしているのですか？

　毎月 1 回、「さすけねえサロン」を開催し、畑作業で汗を流したり、さまざまなスポーツに
取り組み楽しんでいます。また、町の事業へも参加・協力しています。ふるさとまつりへ出店
するための作品作りや創作活動を通し、こころの病を持つ方やその家族の皆さんが、安心して
生活できる地域づくりを目指して活動しています。

　さまざまな活動をする中で、障がいを持つ皆さんの笑顔を見ると私たちも嬉しくなり、やり
がいを感じます。四季折々の行事やスポーツを計画しており、誰もが身も心もパワーアップで
きる音楽療法などにも参加しています。私たちと一緒に活動していただけるボランティアさん
も募集中です。また、旧群岡中にあるにこにこ相談所は、私たちボランティアも支援していま
すので、「相談する場所がある」ことを知っていただき、ぜひ役立ててほしいと思っています。

　やりがいを感じるのはどんな時ですか？また、知ってほしいことはありますか？

　今回は、こころの病を抱える人が暮らしやすい町を目指して

活躍し、にこにこ相談所の運営にも協力いただいている精神保

健福祉ボランティアの「トライアングルの会」の活動について

話を聞きました。

※詳しくは健康増進課（☎45-4532）まで
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◆私の夢――

　  　私の将来なりたい職業は、YouTuber と歌

手です。理由は、みんなを笑顔にもできて、

自分自身も何かを利益として得られることが

一石二鳥と考えているからです。

◆努力していること――

  　みんなに優しくすることや、元気にあいさ

つすること、できるだけ周りの人たちを気遣

うことを心掛けています。

◆未来の自分に一言――

  　元気で幸せに暮らしていますか？

［ 西会津中１年・生徒会 総務 ］

青
あお

津
つ

  龍
りゅう

さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　２月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，６８２人　　 （－１２人）

男 　 　２，７７５人　　 （－　８人）

女 　 　２，９０７人　　 （－　４人）

世　帯　 　２，５２７世帯　　 （－　１世帯）

■ お誕生おめでとう

渡部　桜
はる き

生くん　　央也・佳菜子　５町内

■ お悔やみ申し上げます

齋藤　耕一郎（68）　彰子 夫 　１町内

遠藤　和利　（91）　若林  雅行 父 　８町内

江川　ナツ　（94）　誠作 母 　牧

鈴木　勝子　（90）　義祐 母 　松尾

渡邊　カオル（75）　豊博 妻 さゆりが丘

武藤　忠義　（93）　 繁 父 　上小島

伊藤　新一　（72）　斎藤  忠一 従兄　上野尻

薄　米子　　（82）　秀美 母 　新村

平野　ミチ代（84）　佐藤  一志 親戚　樟山

井上　彦二　（93）　武彦 父 　新町

戸籍の窓口   
（１月受付分）

長
は

谷
せ

川
がわ

  タケ子
こ

 さん［下野尻］ 

　タケ子さんとのつな

がりに感謝です。また

旅行に行きましょう。

渡部 澄子 さん（２月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

　６月の大山祇神社例大祭の写

真。私が働き出した昭和 50年

代は臨時列車で平日600人、土

日は 1,500 人の参拝客が訪れ、

大型バス 13台でピストン輸送

をして大変にぎわいました。

◆趣味は？

　書道

◆特技は？

　目が覚めてもまたすぐに眠

れること

◆熱中していることは？

　会社の仕事

◆自分を一言で表現すると？

　何事もプラス思考

◆あなたのモットーは？

　感謝の気持ちを忘れない

◆最近感動したことは？

　数年前にデマンドバスを利用

されたお客様が当時のお礼にと

窓口に見えられたこと

◆これからやってみたいことは？

　旅行

◆次の方を紹介してください

　Ｔ・Ｍさん

西
にし

道
みち

紗
さ

恵
え

隊員

　兵庫県出身。2020 年春に西会
津町へ移住し、町の活性化や事業
促進に向けたパンフレット・ウェ
ブサイト等の企画・制作、ブラン
ディングなどを行う。

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

２
０
２
０
年
に
西
会
津
町
に
移
住
し
、
は
や
く
も
３
年
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
務
め
て
き
た
協
力
隊
も
３
月
末

を
も
っ
て
退
任
い
た
し
ま
す
。
仕
事
面
で
も
生
活
面
で
も
、

活
動
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
地
域
の

皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
４
月
以
降
の
活
動
で
す
が
、
引
き
続
き
西
会
津

町
に
暮
ら
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
や
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
な
ど
に
加

え
、
空
き
家
を
活
用
し
た
場
所
づ
く
り
に
も
踏
み
出
し
て
み

た
い
と
企
画
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
、
特
に
私
が

興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
農
業
と
林
業
。
西
会
津
の
土
を
、

土
地
を
、
風
土
を
、
里
山
を
、
守
り
活
か
し
続
け
る
こ
と
。

森
の
循
環
を
促
し
、
自
然
と
共
生
す
る
こ
と
。
西
会
津
の
豊

か
な
資
源
が
こ
の
先
も
長
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
に
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
広
告
・
広
報
の
面
か
ら
、
事
業
が
加
速

し
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
手
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

（写真は平成６年頃）
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　高目の大清水　高目の大清水

小清水の小さな清水小清水の小さな清水

馬の水飲み場馬の水飲み場人
の
水
飲
み
場

人
の
水
飲
み
場

　高目には大清水があります。清水は右図の通りで広さ約

140㎡、２本の堰に分水し、１本は高目の飲用として利用

され、田も潤しています。また、もう１本は南流して水田

に利用されています。この清水の保護のため、藩では安永

９年（1780）、大峯に約 8,000㎡を水林（水源涵養林）に
して、村民に撫

ぶ

育
いく

（大切に育てること）を命じています。

　幕末、塔寺八幡神社再建のため、清水脇の神社社木４本

の伐採を命ぜられると、伐
き

れば減水で 300 石余の減収に

なるとして、高目・漆窪・平明村肝煎より用
よう

捨
しゃ

（社木を伐

らないように）の願いが出されます。そこには 3 ヶ村の

ほか、原・新村・樟山村まで影響があるとありましたが、

減水の心配はないと聞き届けられませんでした。

　嘉永６年（1853）５月 23 日、少しの雨が降りましたが、

その後６月は１回の小雨だけで大干ばつになりました。高

目と小清水で寄合をして、毎日１人が見回り、ひどい所か

ら水をかける押
おし

水
みず

をすることにしました。押水は７月 27

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その71その71
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この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
第
33
回
西
会
津
雪
国

ま
つ
り
で
２
月
11
日
の
夕
方
に
行

わ
れ
た
歳
の
神
か
ら
。
今
回
は
、

歳
の
神
の
点
火
に
合
わ
せ
て
、
大

山
さ
ゆ
り
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
皆

さ
ん
は
、
燃
え
盛
る
炎
を
見
つ

め
、
響
き
渡
る
和
太
鼓
の
音
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
今
年
１
年
の

無
病
息
災
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

（
８
㌻
か
ら
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

３
月
13
日
か
ら
、
マ
ス
ク
の
着

用
が
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
広
報
紙
を
作
っ
て
い
く
中
で

困
っ
た
こ
と
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
中
止
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ス
ク

の
着
用
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
こ

と
。
表
情
を
撮
る
こ
と
が
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
こ
と
も

多
く
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
少
し
ず
つ
、
場
面
に
応
じ
て
で

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
表
情

を
も
っ
と
お
届
け
で
き
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。（
秦
）

今  

月 

の  

表  

紙

高目の大清水と小清水の小さな清水

日の大雨まで続けましたが、焼石に水でこの年は大凶作となりました。明治９年（1876）と明治 19

年（1886）も大干ばつで、嘉永にならって村全体で惣押水をしています。

　集落名の小清水の由来は、小さな清水からになります。この清水には２つの水舟があり、上の丸い舟

は馬が利用しました。人の利用する舟の上、それだけ馬を大事にしたことが分かります。馬は中追馬と

して喜多方と津川を往復して米と塩を運び、その駄賃は山三郷の最大の現金収入といわれていました。

　また、この清水を利用して、明治４年（1871）には長谷沼久七が酒造りを始めます。奥川の高橋儀

三と岩橋冨内も許可されています。明治４年の酒貸取立帳には 16 ヶ村があり、弥平四郎藤四郎の名も

ありました。なお、酒の値段は明治９年１升上酒６戔（銭）、並酒５戔となっています。

 （参考文献『長谷沼守家文書』『長谷沼勉家文書』）

文：長谷沼  清𠮷
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